
広
島
県
告
示
第
八
百
三
十
六
号 

 
土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
条
の
規
定
に
よ

っ
て
、
事
業
の
認
定
を
し
た
。 

 
 

平
成
二
十
四
年
十
一
月
一
日 

広
島
県
知
事  

湯 
 

﨑 
 

英 
 

彦 

一 

起
業
者
の
名
称 

 
 

三
次
市 

二 

事
業
の
種
類 

 
 

（
仮
称
）
三
次
市
民
ホ
ー
ル
建
設
事
業
及
び
こ
れ
に
伴
う
市
道
付
替
工
事 

三 

起
業
地 

 

１ 

収
用
の
部
分 

 
 
 

広
島
県
三
次
市
三
次
町
地
内 

 

２ 

使
用
の
部
分 

 
 
 

な
し 

四 

事
業
の
認
定
を
し
た
理
由 

１ 

法
第
二
十
条
第
一
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て 

（
仮
称
）
三
次
市
民
ホ
ー
ル
建
設
事
業
及
び
こ
れ
に
伴
う
市
道
付
替
工
事
（
以
下
「
本
件
事
業
」
と

い
う
。
）
の
う
ち
（
仮
称
）
三
次
市
民
ホ
ー
ル
建
設
事
業
（
以
下
「
本
体
事
業
」
と
い
う
。
）
は
、
法

第
三
条
第
三
十
二
号
に
掲
げ
る
地
方
公
共
団
体
が
設
置
す
る
公
共
の
用
に
供
す
る
施
設
に
関
す
る
事
業

に
該
当
す
る
。
ま
た
、
本
体
事
業
の
施
行
に
よ
り
遮
断
さ
れ
る
市
道
の
従
来
の
機
能
を
維
持
す
る
た
め

の
付
替
工
事
は
、
法
第
三
条
第
一
号
に
掲
げ
る
道
路
法
に
よ
る
道
路
に
関
す
る
事
業
に
該
当
す
る
。
し

た
が
っ
て
、
法
第
二
十
条
第
一
号
の
要
件
を
充
足
す
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。 

２ 

法
第
二
十
条
第
二
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て 

本
件
事
業
の
起
業
者
で
あ
る
三
次
市
は
、
交
付
金
、
起
債
及
び
一
般
財
源
に
よ
り
財
源
措
置
を
講
じ

て
い
る
。
ま
た
、
三
次
市
は
、
本
体
事
業
に
つ
い
て
、
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
を
制
定

す
る
予
定
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
法
第
二
十
条
第
二
号
の
要
件
を
充
足
す
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。 

３ 

法
第
二
十
条
第
三
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て 

㈠ 

本
件
事
業
は
、
三
次
市
が
、
広
島
県
三
次
市
三
次
町
に
お
い
て
、
芸
術
・
文
化
活
動
の
拠
点
施
設

と
な
る
（
仮
称
）
三
次
市
民
ホ
ー
ル
を
整
備
す
る
も
の
で
あ
り
、
あ
わ
せ
て
、
機
能
維
持
の
た
め
必

要
と
な
る
市
道
の
付
替
工
事
を
行
う
も
の
で
あ
る
。 

 

平
成
十
六
年
四
月
一
日
に
旧
三
次
市
等
一
市
四
町
三
村
の
新
設
合
併
に
よ
り
発
足
し
た
三
次
市
は
、

平
成
十
八
年
三
月
に
ま
ち
づ
く
り
の
総
合
指
針
と
し
て
三
次
市
総
合
計
画
「
み
よ
し
百
年
物
語
」
（

以
下
「
総
合
計
画
」
と
い
う
。
）
を
策
定
し
、
こ
の
中
で
「
芸
術
・
文
化
」
の
項
目
を
掲
げ
、
芸

術
・
文
化
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る
。 

三
次
市
内
に
位
置
す
る
芸
術
・
文
化
活
動
の
拠
点
施
設
の
ひ
と
つ
で
あ
る
三
次
市
文
化
会
館
（
以

下
「
文
化
会
館
」
と
い
う
。
）
は
、
千
百
八
十
六
席
の
観
客
席
を
備
え
た
ホ
ー
ル
を
持
つ
、
五
百
人



以
上
を
収
容
で
き
る
市
内
唯
一
の
施
設
と
な
っ
て
お
り
、
音
楽
や
演
劇
な
ど
の
鑑
賞
の
場
、
市
内
文

化
団
体
の
練
習
や
発
表
の
場
、
さ
ら
に
は
集
会
や
式
典
な
ど
の
場
と
し
て
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。 

し
か
し
な
が
ら
、
文
化
会
館
は
建
築
か
ら
三
十
九
年
が
経
過
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
建
物
本
体
や

音
響
機
器
、
舞
台
装
置
等
が
老
朽
化
し
て
お
り
、
三
次
市
が
独
自
に
耐
震
診
断
調
査
を
行
っ
た
結
果
、

目
標
耐
震
判
定
指
標
を
下
回
り
、
耐
震
改
修
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。 

ま
た
、
文
化
会
館
の
駐
車
場
は
百
十
台
分
し
か
確
保
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
上
回
る

自
家
用
車
に
よ
る
来
館
者
が
あ
る
場
合
に
は
、
離
れ
た
場
所
に
あ
る
三
次
市
立
の
小
中
学
校
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
、
休
校
日
に
限
り
臨
時
駐
車
場
と
し
て
使
用
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
来
館
者
に
不
便
を

来
た
し
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
駐
車
場
へ
の
出
入
り
口
が
一
箇
所
で
あ
る
た
め
、
出
入
り
が
一
時
期

に
集
中
す
る
際
に
は
、
文
化
会
館
が
面
し
て
い
る
一
般
国
道
三
七
五
号
に
お
い
て
交
通
混
雑
が
発
生

し
、
安
全
か
つ
円
滑
な
交
通
の
妨
げ
と
な
っ
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
処
す
る
た
め
、
三
次
市
は
、
文
化
会
館
に
替
わ
る
新
た
な
施
設
を
建
設
す

る
方
針
を
決
定
し
、
「
市
民
ホ
ー
ル
建
設
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
に
お
い
て
集
約
し
た
市
民
の
意

見
を
反
映
さ
せ
た
「
（
仮
称
）
三
次
市
民
ホ
ー
ル
建
設
基
本
計
画
」
を
平
成
二
十
三
年
七
月
に
策
定

し
て
い
る
。 

本
体
事
業
が
完
成
す
れ
ば
、
建
物
・
設
備
の
老
朽
化
及
び
耐
震
性
の
問
題
は
解
消
さ
れ
、
来
館
者

の
快
適
性
・
安
全
性
が
向
上
す
る
こ
と
と
な
る
。
さ
ら
に
は
、
多
様
化
・
高
度
化
す
る
市
民
交
流
や

芸
術
・
文
化
活
動
に
柔
軟
か
つ
的
確
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
市
民
同
士
の
交
流
や

連
携
が
さ
ら
に
深
ま
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
、
地
域
の
活
性
化
や
今
後
の
芸
術
・
文
化
活
動
の
促
進
に

寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

ま
た
、
三
百
台
分
の
駐
車
場
を
同
一
敷
地
内
に
整
備
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
家
用
車
に
よ
る
来

館
者
の
利
便
性
も
向
上
す
る
こ
と
と
な
り
、
駐
車
場
へ
の
出
入
り
が
一
時
期
に
集
中
す
る
こ
と
に
対

し
て
は
、
駐
車
場
へ
の
出
入
り
口
を
二
箇
所
に
設
け
る
こ
と
と
し
て
い
る
た
め
、
交
通
混
雑
の
発
生

も
解
消
で
き
る
こ
と
と
な
る
。 

な
お
、
工
事
期
間
中
の
騒
音
及
び
振
動
の
発
生
に
つ
い
て
は
、
施
工
方
法
や
作
業
時
間
に
お
い
て

対
策
を
講
じ
る
こ
と
と
し
て
い
る
た
め
、
周
辺
環
境
へ
の
影
響
は
小
さ
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
は
相
当
程
度
存
す
る
も
の

と
認
め
ら
れ
る
。 

他
方
、
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種
の
保
存
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法
律
第
七

十
五
号
）
に
基
づ
く
動
植
物
に
つ
い
て
、
三
次
市
が
現
地
調
査
及
び
既
存
文
献
等
を
基
に
調
査
を
行

っ
た
結
果
、
環
境
省
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
及
び
「
改
訂
・
広
島
県
の
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
生
物
」

（
平
成
十
六
年
三
月
発
行
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
ミ
ズ
マ
ツ
バ
、
ま
た
、
環
境
省
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
ス
ズ
メ
ハ
コ
ベ
の
生
息
が
本
件
事
業
の
起
業
地
内
で
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

に
つ
い
て
は
、
周
辺
の
土
地
に
同
様
の
生
息
環
境
が
広
く
存
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
の

施
行
に
よ
る
影
響
は
小
さ
い
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。 

ま
た
、
文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
二
百
十
四
号
）
に
よ
る
周
知
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵



地
に
つ
い
て
、
三
次
市
が
保
護
の
た
め
特
別
な
措
置
を
講
ず
べ
き
文
化
財
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。 

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
失
わ
れ
る
利
益
は
小
さ
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

 
以
上
の
こ
と
か
ら
、
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
と
失
わ
れ
る
利
益
を
比
較
衡
量
し
た
結
果
、
本
件
事

業
の
施
行
に
よ
り
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
が
失
わ
れ
る
利
益
に
優
越
す
る
と
認
め
ら
れ
る
。 

㈡ 

ま
た
、
（
仮
称
）
三
次
市
民
ホ
ー
ル
を
建
設
す
る
位
置
の
選
定
に
つ
い
て
は
、
願
万
地
地
区
案
（

以
下
「
申
請
案
」
と
い
う
。
）
の
ほ
か
、
寺
戸
地
区
案
及
び
東
酒
屋
地
区
案
の
三
案
で
検
討
が
行
わ

れ
て
い
る
。
申
請
案
と
他
の
二
案
を
比
較
す
る
と
、
交
通
利
便
性
に
優
れ
、
事
業
費
が
最
も
廉
価
と

な
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
社
会
的
、
技
術
的
及
び
経
済
的
な
面
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
申
請
案
が
最
も

合
理
的
と
認
め
ら
れ
る
。 

㈢ 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
は
法
第
二
十
条
第
三
号
の
要
件
を
充
足
す
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。 

 

４ 

法
第
二
十
条
第
四
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て 

㈠ 

３
㈠
で
述
べ
た
よ
う
に
、
文
化
会
館
は
耐
震
改
修
が
必
要
で
あ
り
、
駐
車
場
の
不
足
に
よ
り
来
館

者
に
不
便
を
来
た
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。 

ま
た
、
三
次
市
で
は
、
三
次
市
実
施
計
画
（
計
画
期
間
平
成
二
十
四
～
二
十
六
年
度
）
に
お
い
て
、

本
件
事
業
を
主
要
事
業
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
。 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
を
早
期
に
施
行
す
る
必
要
性
は
高
い
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。 

㈡ 

起
業
地
は
、
本
件
事
業
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
最
小
限
の
範
囲
で
あ
る
。 

㈢ 

本
件
事
業
の
起
業
地
内
に
一
時
的
な
利
用
に
供
さ
れ
る
も
の
は
存
在
せ
ず
、
使
用
の
手
段
に
は
な

じ
ま
な
い
の
で
、
本
件
事
業
の
目
的
を
実
現
す
る
た
め
に
、
起
業
地
全
体
に
収
用
の
手
段
を
講
じ
る

こ
と
が
合
理
的
と
考
え
ら
れ
る
。 

㈣ 

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
土
地
を
収
用
す
る
公
益
上
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
、
法
第
二

十
条
第
四
号
の
要
件
を
充
足
す
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。 

５ 

結
論 

以
上
の
と
お
り
、
本
件
事
業
は
、
法
第
二
十
条
各
号
の
要
件
を
す
べ
て
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。 

五 

法
第
二
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
図
面
の
縦
覧
場
所 

 
 

広
島
県
三
次
市
役
所 


